
質 問 通 告 書 

 

次の件について質問の通告をいたします。 

 

   令和５年９月２９日 

質問者氏名 出澤 大            

牛久市議会議長  殿 

 

質 問 形 式 
１．一 括 方 式 

２．一問一答方式 

 

質 問 事 項 要    旨 答弁を求める者 

１．沼田市長の６つの基本政

策について何点かうかがいま

す。 

 

 

 

２．牛久市の各基金についてうか

がいます。 

 

 

 

１．「異次元の少子化対策」を加速させる為、牛

久市独自の子ども子育て政策を加速させると

ありますが牛久市における少子化の現状の何

が問題だと認識し、その問題をどう改善しよう

とお考えか。 

２．包摂社会とは「医療・福祉」分野だけではな

く「子ども子育て政策」にも、そして「教育」

にも大切な「誰一人取り残さない」という理念

そのものであるとの認識です。現在の日本はそ

うなっていないと私は感じていますが、沼田市

長はなぜ包摂社会を作りたいとお考えになっ

たか。 

３．硬直した市財政の改革とは具体的には何を指

し、どう改革すべきとお考えか。 

４．ふるさと納税の活用も挙げておられますが、

ふるさと納税について牛久市の現状、本来は本

市に入るべき税収がどれほど流出してしまっ

ていて、それをどう改善しようとお考えか。 

５．市内の活発な交流の為に交通インフラ整

備を進めるとあります。これにも大いに賛同

しますが現行のシステムのどこに問題を感

じ、どう変えようとお考えか。 

 

１．財政調整基金の令和４年度末見込み額と決算額

を比べると 12億円ほどの上振れがありますがこ

れはどのような背景があるのかをうかがいます。 

２．一般的に財政調整基金は標準財政規模の 10%～

20%が適正と言われており、総務省が平成 29年度
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３．小中学校給食費の無償化

について 

 

 

 

４．学校教室における異常な高

温対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に行った全国調査でも、「5%超～20%以下」とする

回答が最も多い結果でした。 

牛久市の令和４年度でのその割合は 21.1%とな

っていますが、この事についての受け止めをう

かがう。 

３．牛久市は臨時財政対策債については借金として

捉えた管理を行っておりますと HPに記載されて

います。しかし総務省の HPでは、全額を後年度

地方交付税の基準財政需要額に算入することと

され各地方公共団体の財政運営に支障が生ずる

ことのないよう措置されていますとあります。 

この事についての受け止めをうかがう。 

４．減債基金残高は令和２年と令和３年とを比べ

るとほぼ倍増し令和４年度もそれが維持され 

ています。減債基金の適切な残高とはどれく

らいと想定し、また何を根拠としているのか。 

 

１．先の令和５年第二回定例会で採択された請願

第４号【小中学校の学校給食費無償化と地場産

食材の拡充を求める請願書】についてですが給

食費の無償化について、その後の進捗をうかが

う。 

２．茨城県内では 11自治体で既に給食費の無償

化が行われており、一覧表にその自治体のデー

タをまとめています。一見すると他市町村で行

えて牛久市でできないとは思えないのですが

無償化に踏み切れない一番大きな理由につい

てうかがう。 
 

 

１．本年７月に議会見学に来られた下根中学校の

生徒から、教室がかなり暑くて午後になるとエ

アコンが効かずとても暑いとの意見がありま

した。平成 30年に文科省から出された学校環

境衛生基準の一部改正についての通知による

と、最低限必要な測定器の精度を示すよう見直

したこと、望ましい温度の基準を 17℃以上、

28℃以下に見直したこととあります。牛久市立

の小中学校の教室の室温はどうなっているの

かをうかがう。 

各校、一番熱い教室の位置と室温をお示しく

ださい。 

２．なぜエアコンがついていてもこれほどまでに

教室内の温度が高いのか？執行部の認識をう

かがう。 

現在積み増されている基金を、将来の電気代抑

制の為、何より生徒の健康の為の断熱工事に資

金を投ずるべきだと考えるが、執行部の考えを

うかがう。 
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5 マイナカードについて 

 

 

 

 

 

 

 

１．本市におけるマイナカードの発行数、人口に

対する発行率、それぞれをうかがう。 

２．市内の病院やクリニックなど、保険証が必要

になる施設において、マイナ保険証を使用する

際必要になる顔認証付きカードリーダーの設

置状況についてをうかがう。 

３．全国の市区町村長を対象に共同通信が実施し

たアンケートによると、９０％がマイナンバー

カードに関する事務負担を重いと感じている。

また、来年秋に予定されている現行保険証を廃

止する方針に対し４割超が延期を求めている

との新聞報道もありました。 

この件に関しての本市の受け止めをうかがう。 

市長 

関係部長 

※ この内容は具体的に記載してください。 


